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サイバーセキュリティ管理に関する基本方針 

 

呉信用金庫（以下、「当金庫」という）は、金融サービスを安定的に提供するため、サ

イバーセキュリティリスクを経営上の重要課題として認識したうえで、当該基本方針に基

づきサイバーセキュリティ管理に取組みます。 

 

1. 経営陣の責務 

経営陣は、自らがリーダーシップを発揮し、サイバーセキュリティリスクを把握する

とともに、必要な経営資源を適切に配分し、サイバーセキュリティに関する管理態勢を

整備します。また、サイバーインシデントに迅速かつ適切な対応を行うため、CSIRT を

設置し、平時からの備えおよび発生時の対応体制を整備します。 

 

2. 取組みの目的と方向性 

当金庫やお客さまの情報資産をサイバー攻撃等の脅威から保護するとともに、金融サ

ービスの提供に及ぼす影響を最小化するため、サイバーセキュリティ対策を適切に講じ

ます。また、サイバーセキュリティリスクを継続的に評価し、その結果に基づき優先順

位をつけた対策を実施します。 

 

3. 人材育成 

当金庫は、全役職員がサイバーセキュリティにかかる教育・訓練等の啓発活動を通じ、

専門的な人材の確保・育成に取組みます。 

 

4. サードパーティ（業務委託先等）の管理 

当金庫は、重要な業務を委託しているサードパーティに対し、徹底したサイバーセキ

ュリティ対策を求め、サードパーティのリスク管理体制を継続的に評価する体制を整備

します。 

 

5. 法令等の遵守と情報連携 

当金庫は、サイバーセキュリティに関する法令等を遵守するとともに、関係省庁を

はじめとした業界団体やサードパーティ等と緊密に連携のうえ、お客さまや関係者に

対し、適切な情報を提供します。 

 

6． 継続的な取組み 

  当金庫は、変化する経営環境やリスクに迅速かつ適切に対応するため、サイバーセキ

ュリティに関する管理態勢の見直しを継続的に実施します。また、外部からの攻撃に加

え、内部の不正を防御するために、多層防御や厳格なアクセス管理、脆弱性管理等の技

術的対策を継続的に実施し、重要情報と金融サービスの安全性を確保します。 

 

 


